








巣状糸球体硬化症のモデルとされるアミノヌクレオシド(AN)腎症に対して,エラスターゼ

が糸球体のコラーゲンや酸性ムコ多糖の代謝を活性化し,硬化性病変を抑制した可能性が

想定されたが,今回はとくに間質,尿細管への影響を検討した。その結果,AN 単独投与群(AN

群)とエラスターゼ併用投与群(ANE 群)との間に明らかな有意差は認められなかった。従来,

間質・尿細管障害は糸球体障害の進行度に相関するとされているが,これに加えて間質・尿

細管に対する AN の直接的障害の関与が示唆された。 


